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新座キャンパス AVサポート 

 

1. 概要 

2022 年４月は大学の活動制限指針がレベル１でスタートし、基本的には授業は対面

型が推奨された。ただし、入国できない留学生や配慮を要する学生への対応は必須で

あったため、ミックス型の対応が必要となり、教室での機器サポート数は前年度を大

きく上回った。 

ミックス型は授業のみならず、オリエンテーションの一連の行事をはじめ、各種発

表会や会議等、幅広く利用されることとなり、様々な場所、状況でのサポートに展開

していった。 

 

2. 利用状況 

(1). AV機器貸し出し状況 

貸し出し総数では対面型が推奨されたこともあって、前年度よりも 570 件近く

増加した。ミックス型が多かったため、Webカメラと三脚のセット、次いでスピー

カーフォンの利用が多かった。一方対面型が増えたため、ヘッドセットの貸し出

しは減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 2：機器別貸し出し数（３期比較） 図 1：機器貸し出し数（３期比較） 

表 1：機器別貸し出し数（３期比較） 
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(2). サポート状況 

① 総合 

サポートはすべての項目で前年度を大きく上回り、コロナ前（2019 年）と

ほぼ同じぐらいになった。 

対面及びミックス型のサポートで、前年度のほぼ倍のサポート数であった。

対面型とミックス型はほぼ同じぐらいの数であった。 

 

 

 

 

 

 

  

表 2：サポート内容別サポート件数（３期比較） 

図 3：サポート内容別サポート件数（３期比較） 
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② 月別 

月別では年度開始の４月が圧倒的に多く、４月だけで 212件と全体の 23％

を占めた。はじめてミックス型に取り組む教員が多かった他、オリエンテー

ションの一連の行事もすべてミックス型となったためである。 

５月以降の機器サポートは、例年であれば４月と比較して５分の１以下に

減少するのだが、2022年度は月 100 件を超えるサポートが春学期中続いた。

これはミックス型に不安のある教員から毎授業サポートを依頼されたこと

や、オンラインでゲストを呼んだり、楽器の生演奏をミックス型でも配信し

たりと授業でのミックス型の活用のバリエーションが増えたことによる。 

秋学期開始の９月も 10 日間ほどの間に 80 件と春学期に迫る勢いであった

が、10 月以降は落ち着いた。春学期に比べて行事がなかったことに加え、新

任の教員が少なかったこと、教員が機器の操作に慣れてきたことによる。 

2022 年度は機器の使用説明や設置等のサポートが増えたのと同時に、機器

トラブルも多かった。全体的に新座キャンパスの機器は経年劣化が見られる

が、コロナ禍の３年間で改修が進まなかったことで、プロジェクターをはじ

めとする機器の故障が目立った。特に５月６月は 40件以上と機器のトラブル

件数が多かった。また、学生も教員も前年度までのオンライン授業で PCの液

晶画面に目が慣れていたため、教室の古いプロジェクターで投影された画像

の不鮮明さが際立って見え、投影画像が見えにくいとのクレームも多く寄せ

られた。 
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表 3：サポート内容別サポート件数（月別・３期比較） 

図 4：サポート内容別サポート件数（月別・３期比較） 
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③ 教室 AVタイプ別 

教室 AVタイプ別では操作卓のサポートが前年より約 400件増加の 598件と

全体の 63％で、次に AVラックが約 30件増加の 253件で 27％、この２つで全

体の 90％以上を占めた。 

操作卓は教室全体の約 19％（17室）であるが、Zoomの設定や資料の共有に

はサポートがほぼ必要であった。操作卓教室では教室マイクでオンラインの

学生にも音声を届け、スピーカーからオンラインの学生の声を聴くことがで

きる。また、ブルーレイなどの動画や OHC の画像もオンラインに共有でき、

教室カメラのある N8B1 や N852 教室では黒板も共有できる機能があるが、教

員が一人で操作を行うことが難しく、サポートが必須であった。さらに TAな

どの補助がなければミックス型は難しい状態であった。 

一方 AVラック型教室は全体の約 57％（51室）を占めるが、サポートは 27％

に留まった。操作卓に比べて機能は少ないながら、利用者にはスピーカーフォ

ンと webカメラだけの構成がシンプルで理解しやすかったと思われる。 

 

 

 

 

 

表 4：サポート内容別サポート件数（教室 AVタイプ別） 

図 5：サポート内容別サポート件数（教室 AVタイプ別） 
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表 5：教室 AVタイプ内訳 

表 6：教室 AVタイプ別サポート割合 

図 6：教室 AVタイプ別サポート割合 
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④ 機器別 

対面になったことにより、プロジェクターはもちろん、マイク、Zoom、PC

と、いずれもミックス型のサポートの機器が多いのが顕著であった。 

特に PC に関しては 918 件と前年度の２倍になった。その中でも配信用 PC

（操作卓）と常設 PC（操作卓以外の教室）は 668件と前年度の 2.3倍以上で

あった。また、持ち込み PCは 118件と３倍に増えたのも特徴的であった。こ

れはコロナ禍に自宅でオンライン授業をするためにノート PCを新たに購入し

た教員が多かったためである。 

持ち込み PC の増加により、常設の配信用 PC に接続しているケーブルやス

クリーンに投影するための HDMI ケーブルを持ち込み PC に差し替えた後、元

に戻されないケースが多く、次の授業に差し支えることが頻発した。 

更に持ち込み PCの場合は音声が教室から拡声できないケースも多く見受け

られた。HDMI 接続した場合の PC の音声出力設定ができていなかったり、AV

ラックではオーディオアンプの電源スイッチが OFF にされていたりすること

が原因であった。 

マスクが必須であることから、マイクの利用は 626 件と４倍の利用となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7：機器別サポート件数（３期比較） 

図 7：機器別サポート件数（３期比較） 
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表 8：PC別サポート件数（３期比較） 

図 8：PC別サポート件数（３期比較） 
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⑤ 機器トラブル 

教室利用がほぼコロナ前に戻り、機器利用の増加から、機器トラブルが増

加した。特に経年劣化の著しいプロジェクターやマイクのトラブルが多かった。 

またミックス型の増加により、PC関連のトラブルも増加した。 

プロジェクターに関しては、N121 教室は昨年から３台のうち１台のサブプ

ロジェクターが全く起動しなくなっていた。メーカーのサービスは終了して

いて修理が不可能であったため、２台での運用を行っていたが、そのうちも

う１台のサブプロジェクターも起動しなくなり、春学期はメインのみでの運

用となっていた。夏に改修工事を行い、秋学期は３面での利用が復活した。 

また N422、N423、N424、N432、N433、N434教室は経年劣化の上、教室の窓

が大きくとられているので、ブラインドを閉めただけではスクリーンに画像

は白っぽく不鮮明にしか映らず、たびたびクレームを受けていた。こちらも

夏工事により改善した。 

しかし上述の教室の改修により、他の改修が進んでいない教室で、改修し

た教室と比較して不鮮明であるとのクレームが増加することとなった。 

特にN824教室など８号館に設置されている PT-FW300（Panasonic）のクレー

ムが多く、モバイルのプロジェクターを設置する対応を行った。 

 

 
 

 

 

 

表 9：トラブル内容別件数（３期比較） 

図 9：トラブル内容別件数（３期比較） 
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表 10：機器別トラブル件数（３期比較） 

図 10：機器別トラブル件数（３期比較） 
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(3). ダビング 

ダビング総数は前年度よりそれほど増えたわけではないが、これまでのDVDディ

スクへのダビングからデータの編集や変換へと大きく変化した。オンラインやミ

ックス型が増えたことにより、PC でデータの共有ができる形式が必要となったた

め、Zoom で録画したデータや、教室カメラで中継録画したデータの依頼部分をカ

ットする等の編集や、授業に使用するコンテンツのmp4への変換が大半であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 11：ダビング作成数（３期比較） 

図 11：ダビング作成数（３期比較） 
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(4). 2022年度にサポートを行った主な行事 

オリエンテーション（説明会）やガイダンス、懇談会等のイベントもミックス

型での開催が半数以上を占めた。 

新座ではこれまであまりイベントは開催されてこなかったが、ミックス型で配

信が可能になったことで、新座でのイベント開催が増えた。 

 

 
 

  

表 12：サポートを行った主な行事一覧（前期） 
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表 13：サポートを行った主な行事一覧（後期） 
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3. 2022年度のまとめ 

池袋・新座ともに、対面授業の復活により、教室利用が増えたことで 2022年度は機

器トラブルが多く発生した。 

また、2021 年度から始まったミックス型運用が 2022 年は更に増加し、サポート依

頼も増えた。授業だけでなくイベントでもミックス型で開催されることが主流になり、

新座ではこれまでミックス型のイベントの開催が多くなかったため、担当者との打ち

合わせやリハーサルのサポート回数が増加した。 

また、サポート内容も楽器演奏をミックス型で生配信する等、新座ならではのユニー

クな対応も必要であった。 

今後もイベントや授業においてミックス型がスタンダードとなっていきそうである。

より利用しやすい環境を整えるためにも、機器の改修が急がれるとともに、サポート

側の知識の更なるブラッシュアップと応用力を磨いていきたい。 

 


